
議案第４６号 

 

   大口町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部 

   改正について 

 

 大口町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する

条例を別紙のように定めるものとする。 

 

  令和７年６月２日提出 

 

 大口町長   鈴 木 雅 博   

 

 （提案理由） 

 この案を提出するのは、職員の旅費に関して、国家公務員等の旅費に関する法律

の一部が改正されたことに伴い、この条例の一部を改正するため必要があるからで

ある。 
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大口町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部

を改正する条例 

 

大口町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例（昭和３６年大口 

村条例第３号）の一部を次のように改正する。 

第３条中「別表第１」を「別表」に改める。 

第７条第２項を次のように改める。 

２ 前項の規定により支給する旅費の額及び旅費の支給方法は、大口町職員等の旅

費に関する条例（昭和４８年大口町条例第２７号）の例による。 

第８条から第１２条までを削る。 

第１３条を第８条とし、第１４条を第９条とする。 

別表第２及び別表第３を削り、別表第１を別表とする。 

附 則 

この条例は、令和７年７月１日から施行する。 
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大口町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正新旧対照表 

新 旧 

（給料） （給料） 

第３条 給料月額は、別表のとおりとする。 第３条 給料月額は、別表第１のとおりとす

る。 

（旅費） （旅費） 

第７条 略 第７条 略 

２ 前項の規定により支給する旅費の額及び旅

費の支給方法は、大口町職員等の旅費に関す

る条例（昭和４８年大口町条例第２７号）の

例による。 

２ 前項の旅費は、鉄道賃、船賃、航空賃、車

賃、日当、宿泊料、食事料、支度料、死亡手

当、旅行雑費及び旅行手当とする。 

 （鉄道賃等の額） 

 第８条 鉄道賃、船賃及び航空賃の額は、実費

とする。 

 （車賃等の額） 

 第９条 車賃、日当、宿泊料及び食卓料の額

は、別表第２のとおりとする。 

 （支度料等の額） 

 第１０条 支度料及び死亡手当の額は、別表第

３のとおりとする。 

 （旅行雑費等の額） 

 第１１条 旅行雑費及び旅行手当の額は、一般

職の職員の例による。 

 （旅費の支給方法） 

 第１２条 旅費の支給方法については、一般職

の職員に支給する旅費の例による。 

（退職手当） （退職手当） 

第８条 略 第１３条 略 

（委任） （委任） 

第９条 略 第１４条 略 

別表（第３条関係） 別表第１（第３条関係） 

略 略 

 別表第２（第９条関係） 

 (1) 内国旅行の場合 

 職名 車賃 日当 宿泊料 食卓料 
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新 旧 

（１日に

つき） 

（１夜

につ

き） 

（１夜

につ

き） 

町長 実費 円

３，００

０

円

１５，

０００

円

３，０

００

副町長 

教育長 
 

 (2) 外国旅行の場合 

 職名 日当（１日につ

き） 

宿泊料（１夜につ

き） 

食卓

料 

（１

夜に

つ

き） 

指

定

都

市 

甲

地

方 

乙

地

方 

丙

地

方 

指定

都市 

甲地

方 

乙地

方 

丙地

方 

町長 円

７

，

２

０

０

円

６

，

２

０

０

円

５

，

０

０

０

円

４

，

５

０

０

円

２

２，

５０

０

円

１

８，

８０

０

円

１

５，

１０

０

円

１

３，

５０

０

円

６，

７０

０

副町

長 

教育

長 

 

 備考 

 １ 指定都市、甲地方、乙地方及び丙地方

の区域の区分は、一般職の職員の例によ

る。 

 ２ 船舶又は航空機による旅行（外国を出

発した日及び外国に到着した日の旅行を

除く。）の場合における日当の額は、丙

地方につき定める定額とする。 

 別表第３（第１０条関係） 

 職名 支度料 死亡手当 

旅行期間

１月未満 

旅行期間

１月以上

３月未満 

旅行期間

３月以上 

町長 円

７８，１

６０

円

９４，９

１０

円

１１１，

６５０

円

５８０，

０００

副町長 

教育長 
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